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愛同工業（株）へ伺った際、工場
に掲示されたシフト表にあった従業
員の皆さんの写真が笑顔で印象的で
した。渡辺社長のお話にある「ポジ

ティブに自分ができること」を改め
て考えるとなかなか難しいですが、
コロナ禍ではすっかり定着したマス
クの内側で、緩んだ顔の筋肉を動か

す練習でしょうか。また笑顔を見せ
あう日が早くきますように。前向きな
気持ちを忘れずに過ごしたいですね。
� （山）

（独）中小企業基盤整備機構の「事業継続力強化支援事業」
新型コロナウイルス感染症や頻発する自然災害等の影響により中小企業を取り巻く事業環境が不安定となるなか、
（独）中小企業基盤整備機構（中小機構）では中小企業に対して、「事業継続力強化計画」の策定を通じて経営の“強靱
化”を支援する「事業継続力強化支援事業」を行っています。
「事業継続力強化計画」とは、中小企業が自社の災害リスクを認識し、防災・減災のための事前対策を記載する計
画で、国からの認定を受けることができます。
従来のBCP（事業継続計画）に比べて簡便に作成できるほか、災害対策の計画だけでなく、新型コロナウイルス感
染症の拡大を踏まえ、感染症リスクに着目した計画とすることも可能です。
当計画が国から認定されれば、以下のとおり経営におけるメリットが得られます。
① 各種支援が利用できる（防災・減災設備の税制措置、補助金採択時の加点、信用保証枠の拡大等）
② 認定ロゴマークが利用できる（取引先からの信用力向上につながる）
③ 経営の棚卸と改善につながる（経営を“強靱化”できる）
また、「事業継続力強化計画」は単体の企業で策定を行う「単独型」と、複数の企業で策定を行う「連携型」とがあり、
上記のメリットだけでなく、それぞれ以下のメリットもあります。

「連携型」においては、遠隔地や異業種企業との「お互い様連携」（災害時に被災した企業があれば、被災していな
い連携先が助け合うような困ったときはお互い様、という相互補完の考え方のこと）等による連携計画を策定するケー
スもあり、中小機構では、平時においても「不得意分野の補完、共同生産・受注、販路開拓」等、業績拡大へつなげ
られるツールとしても活用できる「連携型」の計画策定支援を積極的に行っています。
詳細につきましては、中小企業強靱化ポータルサイトをご覧ください。https://kyoujinnka.smrj.go.jp/

＜中小企業強靱化ポータルサイト＞

＜認定ロゴマーク＞

（中小企業基盤整備機構）
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協力関係（連携）の構築により、平時においても不得意分野の補完、共同での
生産·受注·販路開拓など、業績拡大に挑戦する取組みが期待できます

（「連携型」とは、複数の企業や組合などが連携し策定する防災・減災のための事前対策に関する計画です）
「連携事業継続力強化計画」　　　　（連携型）
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自然災害発生時や感染症流行時の事前対策ができます
さらに、平時における経営の「棚卸と改善効果」があります

（「単独型」とは、自社単独で策定する防災・減災のための事前対策に関する計画です）
「事業継続力強化計画」　　　　単
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